
薬剤部紹介



薬剤部の組織

医薬品管理・供給

調剤/注射/薬品管理
⿇ 薬
製 剤

化 学 療 法
R I

安全管理・
薬物療法⽀援

医薬品安全管理
医薬品情報・医療連携

薬 物 療 法 ⽀ 援

病棟業務 病棟業務⽀援 薬 務 薬務



調剤室
調剤・監査は薬剤師の最も重要な仕事の⼀つです。当

院では、薬剤師はチェックシートやカルテを確認しなが
ら処⽅監査を重点的に⾏います。薬剤助⼿やピッキング
マシンが医薬品の取り揃えを⾏い、別の薬剤師が最終監
査をするという流れで、調剤を⾏っています。



がん薬物療法・注射薬調製室

個々の患者さんに応じた
投与量、投与スケジュール、
併⽤薬、臓器機能のチェッ
クを⾏うことで、がん薬物
療法の安全性を担保してい
ます。

調製は、調製監査システ
ムを導⼊して、バーコード
による薬品照合や、重量監
査による採取量の確認・記
録を⾏い、安全で正確な業
務を⾏っています。

薬剤師外来を開設して、
患者さんに対し治療に関す
る薬剤説明や、副作⽤モニ
タリングを⾏っています。
得られた情報は医師に
フィードバックし、処⽅提
案を通して最適な薬物療法
を提供しています。



病棟薬剤業務
当院では、全ての病棟に少なくとも1⼈の薬剤師を配置しています。⼊院患者さんの持

参薬をチェックしてオーダー仮登録までを⾏い、処⽅提案します。また、⼊院中に開始す
る医薬品の説明。退院時の服薬指導を⾏います。カンファレンスや回診への参加、医薬品
の情報提供、看護師と協⼒して⾏う病棟常備薬や⿇薬の管理も病棟薬剤師の重要な仕事で
す。



チーム医療への参画
院内には様々な職種から成る医療チームがあります。多くのチームに薬剤師も参加

して活躍しています。認定・専⾨薬剤師を⽬指している薬剤師も多くいます。
・緩和ケアチーム
・抗菌薬適正使⽤⽀援チーム（AST）
・栄養サポートチーム（NST）
・医療安全チーム

・その他チーム
褥瘡・HIV・RI・糖尿病・腎臓病
⼼臓リハビリ・がんホルモン
精神科リエゾンなど



その他の部署
医薬品情報・医療連携室
医薬品情報業務としては、 必要な

医薬品情報を収集・ 管理し、整理・
加⼯して院内の医療スタッフに提供
したり、医薬品に関する問い合わせ
に対応しています。また、 医薬品の
採⽤・削除を決定する医薬品選定委
員会の準備・資料の作成、 オーダリ
ングに関わる医薬品マスタの整備も
担っています。
医療連携業務に関しては、保険薬

局からの服薬情報提供書（トレーシ
ングレポート）の受付窓⼝となって
います。

製剤室
市販されていない医薬品を院

内製剤として調製しています。
⼤学病院として、特殊な患者の
治療に貢献しています。臨床試
験のための試験薬製造も⾏いま
す。

薬効・薬物動態解析⽀援室
（TDM室）

医薬品の体内動態には個⼈差
が存在します。そのため、薬物
によっては、画⼀的な処⽅では
なく、患者さん個々の薬物動態
的特徴に合わせた調節が必要に
なります。当院薬剤部では、
TDMの対象となる⼀部の薬物
については薬物⾎中濃度に基づ
くシミュレーション⾏っており、
医師や病棟担当の薬剤師と連携
して投与設計と処⽅提案を⾏う
ことで、薬物治療の個別化に貢
献しています。




